
 

 

そんな中長く職場を支えてくれているスタッフは、雇用条件に全く異議をとなえ

る事なく黙々と日常の業務をこなしてくれている。只々感謝しかなく、私はこの

ようなスタッフの生活をしっかりと支えていく責任があると思っている。一方で

雇用責任は法的にも担保されるべきものである。当院では試用期間を３～６ヶ月

間とし、その間お互いに相性が合うかどうかを見極めることになるが、この期間

を終えてすぐに辞めた人はいなかったと思うし、辞めてもらったこともない。た

だ、最近では世間の雇用状況と同様に当院でも半年～１年程度で早々に離職する

人が多くなってきた。だからこそ、私は月に一度は労務士の先生とお会いして相

談を持ち掛けているし、雇用条件は入職時に示し説明を加えた上で個別に契約を

結んでいる。しかし当院の離職問題の原因については、実は未だに私はあまりは

っきりと把握出来ている訳ではない。 

「先生は私達スタッフが体を壊してもいいと言うのですか？」とセリフを吐き捨

ててあるスタッフは数ヶ月で辞めていった。とっさに私は“あなたはよく休んで

いたけど、体を壊す程の仕事をしていたの？”と言おうとしたが止めた。確かに

当院スタッフの仕事量は多いらしい。らしいというのは私が今まで働いてきた病

院、研究室等のあらゆる職場では今の当院以上に仕事量が多かったように思うか

らである。（と決して言ってはいけません、時代も違います。と労務士の先生に

はよく言われる。）しかし、しかしである。他の職業、教職、警察や自衛官のよ

うな公務員から居酒屋、スーパーや食堂のスタッフ等のあらゆる職場での働きを

外から見ていると気の毒なくらい忙しそうである。また、最近の炎天下の現場で

真っ黒に日焼けしながら働いている人達の事を考えれば、これを労働と言わずし

て・・・と思う。元来私は体を動かしてやる仕事が一番偉いと思っているし、そ

の意味では最近のＩＴ関係の仕事とか机に座っている私の仕事の類は少々緩い

（？）仕事だろうといつも思っている。（家内はこの考えはあまり外でしゃべら

ない方がいいと言うが、私はいつだってそう思っている。）つまり今の私にはど

のくらいの仕事量が大変で適切な仕事量とはどの程度なのか？というのがよくわ 
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院長メモ 

新聞によると岩手県の最低賃金は時給

1,000円近くになる日も近いらしい。東

京都周辺と地方ではまだまだ差があるよ

うだが、国が一定の基準を示すのは悪く

ないと思う。ところで、当クリニックは

時折人が減ったり増えたりする。理由は

色々だが周りが納得できる異動もあれば

そうでないものもあるのは当然である。 



 

 

このマガジンは当クリニックホームページ（クリニック便り）でもご覧になれます。 

検 索 ゆとりが丘クリニック 

 

当クリニックでは、マイナンバーカードの保険証利用が可能です。受付の際に 

スタッフにお声掛け下さい。健康保険証でもこれまでどおり受診可能です。 
 

※健康保険証として使用する際は事前にマイナ 

ポータルから健康保険証利用の「初回登録」 

が必要です。ご不明な点などは厚労省サイト 

またはお電話にてご確認下さい。 

からないのである。最低賃金の他に適正仕事量なる基準を作ってほしいと思うく

らいである。 

 

話は変わるが、私はスタッフには協調性とチームワークを作る能力を求めてき

た。出来るだけ楽しく仕事が出来ればいいし、そういう職場環境作りに腐心して

きたつもりである。（ちなみに当院では個人的感情を表に出すことは禁忌であ

る。）しかし、経済学者であるＰ.Ｆ.ドラッカーは「チームワークを単なる仲良

しクラブと勘違いすると何も生み出さない無益な集団と化す」と言っている。ま

た「仕事に就けた者が成果を上げられなければ、人事を行った側の間違いであ

る」とも言っている。うーん、偉い人の言葉には時々困る。いったいどうすれば

いいのかますます分からなくなる。いずれにせよ、やっぱり辞めて行くにしても

気持ちよく辞めて行っていただきたいと思うし、当院を離れても子供や親を連れ

て受診してくれることは私にとって最も嬉しい事のひとつであり、また何年か経

って町で出会った時ににこやかに挨拶して会話を交わすことが出来ればそれはそ

れで有難い。私はただただこの事だけを考えてクリニックという仕事を通じて今

この時をスタッフと共有している、つもりである。 
 

※都合により変更になる事がございます。ご了承願います。 

診療日・時間 月 火 水 木 金 土 日 

午前診療 

9:00～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 

午後診療 

15:00～18:00 ○ ○ 休 ○ ○ 休 休 

 

20２３年９月 
日 月 火 水 木 金 土 

     １ ２ 

③ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

⑩ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

⑰ ⑱ １９ ２０ ２１ ２２ ㉓ 

㉔ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 

 ○ = 休診日 ★ = 診療時間変更 

 

マイナンバーカードの健康保険証利用が出来ます！ 

通常通り診療いたします 


